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視覚障害者の移動を支援する機器は、様々な技術を背景に数多く開発され、製品化さ

れてきた。かつては中央省庁の系列に従つて、旧郵政省関係の企業では電波を使用 した

誘導支援機器、旧建設省関係の企業では道路埋め込み式の機器などのように互換性のな

い機器が多額の予算を使つて開発・設置されてきた。 しか し、ユーザーである視覚障害

者からすると、限られたエリアで しか使えないデバイスを何種類も持ち歩かなくてはな

らない事態になり、結局は最先端の技術を活用 した移動支援機器が開発 口設置されても、

視覚障害者が活用できない状況が作 り出されてきた。

現在、どのような技術が応用されて視覚障害者誘導機器 ロシステムが開発されている

のか、それぞれの機器の互換性がどのように確保され、また有効性がどのように評価さ

れているのか、どの地域に設置されているのかについて、開発企業を対象にしたヒアリ

ング調査を行い、その結果をもとにして互換性や有効性に関する提案を行いたい。


